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日本語日本文学科 

──70 年近い歴史に育まれた教育と研究の場── 
 

本学科は昭和 27（1952）年 4月に国文学科として開設されました。昭和 57（1982）年から国語国文学科に、

平成 11（1999）年から日本語日本文学科に名称を変更して現在にいたります。昨年度令和 5年（2022）で、学

科創設 70周年を迎えました。また、大学院は、平成 7（1995）年に文学研究科日本語日本文学専攻（修士課

程）を開設し、次いで 2年後に博士後期課程が新設されたのにともない、修士課程は博士前期課程となりまし

た。博士後期課程も整備されてから、昨年度で 25周年を迎えました。 

本学科には、上代から現代までの日本文学の専門家が所属しており、日本語学の専門家も充実しています。

さらに、国語科教育・書道・司書など、関連する幅広い分野の専門家も所属しており、学部から大学院まで、

日本語・日本文学を研究・指導する充実した体制となっています。 

 

 研究室   教員   授業担当   研究分野  

 古典文学  

 東城敏毅   上代文学   奈良時代の文学、特に『万葉集』の研究  

 中井賢一   中古文学   平安期を中心とした物語文学の研究  

 江草弥由起   中世文学   平安末期から室町時代の文学、特に新古今歌壇の研究  

 近代文学  

 山根知子   近代文学   明治・大正の文学研究、宮沢賢治・坪田譲治等の児童文学研究  

 長原しのぶ   近現代文学   昭和以降の文学研究、戦争と文学・ポップカルチャーと文学  

 山根道公（兼任）   キリスト教文学   遠藤周作・八木重吉を中心とするキリスト教文学  

 日本語学  
 尾崎喜光   日本語学   現代日本語の話し言葉を中心とする社会言語学的研究  

 星野佳之   日本語学   古代語から現代語までの意味・文法論的研究  

 言語文化  

 家入博徳   書道   書道史、文字表記史  

 伊木洋   国語科教育   国語科教育の実践理論の研究  

 近藤友子   図書館情報学   図書館における障害者サービスの研究  

 

2023年度 学科関連情報 

 

第 26回 ノートルダム清心女子大学日本語日本文学会大会  

  

毎年、ノートルダム清心女子大学日本語日本文学会を開催しています。大学院生の研究発表、現役の教員  

による教育実践報告、日本語日本文学に関する講演など、言葉に関する知的な催しです。  

なお、本学会の機関誌『清心語文』第 25号は今年も年度内に刊行の予定です。  

 

2023年６月 11日（日）  10:30～14:00   場所：本学 2200JB教室  

 ・代表挨拶  

 ・研究発表 1 『万葉集』における死者追慕のほととぎすについての考察   

                       清水 貴美子（本学大学院博士前期課程二年）  

 ・研究発表 2 複合動詞「～すぎる」の上接要素拡大とその記述の試み  原田 息吹  

 （本学文学部四年）  

 ・実践報告   高等学校における言語生活を見つめる学習指導の試み  

 ―「打ち言葉」の学習指導を取り上げて―  

                       矢野 祥子（岡山県立邑久高等学校指導教諭） 

  ・総会 
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日本語日本文学科主催 第 29回 書道卒業制作展  

 

大学４年間で身に付けた技能・理論を昇華させる最後のステージとして、また、自身の「書」を生涯を賭し

て極めるためのスタートラインとして、書道卒業制作展を開催しています。本学科で 4年間、書を学んだ学生  

だけが体験できる、学生時代最後を飾る一大イベントです。  

 

会 期  2024年 2月中旬（予定）   

会 場  ノートルダム清心女子大学 ノートルダムホール１階 100ND 教室（予定）   

出 品  学生による作品と所感文集の刊行  

（臨書・創作、漢字・仮名・漢字仮名交じりの書・一字書・少字数書・篆刻など）   

賛助出品   書道担当教員（顧問を含む）  

 

 

 地域・社会との連携  （１）教員による活動  

 

地域・社会に開かれた活動として、本学科教員は、研究の成果をもとに地域・社会の方々に向けた講座や  

講演を担当しています。各教員の活動をお伝えします。   

伊木 洋（国語教育）    

著書『中学校国語科学習指導の創造－学校図書館と学習者を結んで－』（溪水社 2018）  

『新たな時代の学びを創る 中学校高等学校国語科教育研究』（共著 東洋館 2019）  

 『はじめよう！ブックコミュニケーション 響き合う教室へ』（共著 金子書房 2019） 

 第 54回全国高等学校国語教育研究連合会研究大会（岡山大会）共同研究者   

第 44回鳥取県中学校教育研究会国語部会研究大会指導助言   

岡山県立岡山操山中学校高等学校授業力向上のための外部評価委員   

岡山市心のふれあい事業「障害者週間」作品コンテスト選考委員   

 

江草 弥由起（中世文学）   

岡山市男女共同参画社会推進センター「さんかく岡山」運営委員   

早稲田大学国文学会 窪田空穂賞選考委員   

 

尾崎 喜光（日本語学）   

   著書『日本語の乱れか変化か－これまでの日本語、これからの日本語－』（共著、ひつじ書房、2021）  

   『全国調査による言語行動の方言学』（共著、ひつじ書房、2021） 

総社市地域参加型生活サポート日本語教育事業運営委員会委員  

     

近藤 友子（図書館情報学）   

  福知山市立図書館 対面読書ボランティア研修会 講師   

 

東城 敏毅（上代文学）   

著書『万葉集防人歌群の構造』（和泉書院、2016）  

『阿倍仲麻呂在唐歌論』（おうふう、2018）  

『万葉集の基礎知識』（共著 KADOKAWA 2021） 

  上代文学会理事／美夫君志会理事／全国大学国語国文学会委員  山陽新聞カルチャープラザ講師／ 

早島町立図書館古典文学講座講師／菊池寛記念館文芸講座講師／倉敷市玉島市民交流センター講座講師    
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中井 賢一（中古文学）   

著書『物語展開と人物造型の論理―源氏物語〈二層〉構造論―』（新典社、2017）  

 「文学・教育研究会」主催（2022年度 7･11･12･3月例会開催）  

 

 長原 しのぶ（近現代文学）  

  著書『遠藤周作事典』（共著、鼎書房、2021）  

 『坂口安吾大事典』（共著、勉誠出版、2022）  

 『太宰治の〈生〉』（単著、鼎書房、2023）  

   文部科学省検定済済教科書高等学校国語科用  

『現代の国語』『高等学校現代の国語』『新編現 代の国語』『言語文化』『高等学校言語文化』 

『新編言語  文化』（共著・編集委員、数研出版、2022）  

赤磐市立中央図書館文学講座講師  

 

星野 佳之（日本語学）   

岡山市「市民の童話賞」小中学生の部選考委員  

日本近代語研究会（編集委員／大会運営委員）  

 

 山根 知子（近代文学）  

    著書『賢治の前を歩んだ妹 宮沢トシの勇進』（春風社、2023）   

『わたしの宮沢賢治―兄と妹と「宇宙意志」―』（ソレイユ出版、2020）  

2018年 4 月 1日付『毎日新聞』の「この 3冊（栗原敦・選）」にて著書『宮沢賢治 妹トシの拓いた道』

（朝文社 2003年 9月）が掲載される。  

岡山市文学賞委員（坪田譲治文学賞運営委員）   

 

 

地域・社会との連携  （２）学生による活動  

 

教員（山根知子）の監修のもと、「岡山市文学賞」のホームページ内に「学生による坪田譲治ワールドへの  

招待」を掲載し、本学科学生による坪田譲治の作品紹介や研究、坪田譲治の文学作品についての感想・  エッ

セイ・イラストなどを掲載しています。  

また、学生の学外活動として、日文の学生有志が「ツボジョーワールド探検隊」という坪田譲治を軸とした  

活動団体を結成し、岡山市の「学生イノベーションチャレンジ事業」に応募して 2017年度から 2022年度ま  

で 6 年連続で採択され、行政や各種地域団体と協働する多くの企画に挑戦しました。この活動の成果に対し

て、2017年度には岡山市長より「特別賞」を受賞し、また 6年連続でノートルダム清心女子大学同窓会奨励賞

も受賞しました。  


